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例会報告 No.1916 10 月 16 日（水）晴れ  （司会  角田雅宣委員長） 

 

  本例会でのおもな事項 

＊会長挨拶        ＊会員卓話   (北村  仁 会員) 

      

 

諸報告 
新世代並びにライラ委員会 （秋田政夫委員長） 

 10 月 12 日に第２回目のライラ実行委員会が開催され、当クラブより会長・幹事の
出席をいただきました。会議の内容は、「ホストクラブの役割について」。 今年度、

運営は地区委員が対応します。 
受付、会場設営、食事等をホストクラブで、ということになりましたので、宜しくお願い

致します。 
 
米山記念奨学会 （青木清人委員長） 
今月は米山月間です。寄付をお願いします。 
 
幹事報告 （秋田政夫副幹事） 
週報受理      水戸ＲＣ、水戸東ＲＣ、土浦南ＲＣ 
例会変更通知受理 土浦ＲＣ  10月 31日（木） 休会、 
 
会長挨拶  （田中正躬会長） 

 世界中に埋められている 1億以上の地雷のうち、およそ 10%はカンボジアにあります。毎年 

1000 人を超えるガンボジア人が命を落とし、負傷しています。ロータリー・クリアー・ランド・

プロジェクトを通して、第 2580 地区のロータリアンは、ガンボジアのシェム・リアップの村に安

全を取り戻す援助をしています。東京ＲＣの会員 5 名によって設立された人道目的の地雷除去支

援の会（JAHDS）は、地区全体の推進計画を先導しています。JAHDS は、地雷除去を専門とする英

国の NGO、Halo Trust と協力しています。最初のロータリー・クリアー・ランド・プロジェクト

は、2001 年 12 月に完了し、村の地雷を除去しました。以前、1000 人の住人が 20 年にわたるクメ

ール・ルージュと政府軍の間の闘争によって村から立ち退かされていました。このプロジェクト

により、住民は村に帰ることが出来たのです。2回目のプロジェクトでは、500 の地雷と不発弾を

近隣のタ・シェムの村から除去しました。東京ＲＣの岡崎氏は「問題は、どれだけの地雷が除去

されたかではなく、何人の村人が命の安全を保証されているかということです。」と述べておりま

す。2 つのロータリー・クリアー・ランド・プロジェクトのために、5000 万円の資金を募集し、

現在 3回目のプロジェクトが進行中です。 

 世界保健機構（WHO）は 10 月 3 日、内戦や紛争、殺人、自殺により世界で毎年約 165 万人の人

が死亡していると警告した「暴力と健康に関する世界報告」を発表しました。疾病対策が主体の

WHO としては、今回の報告は初の試みです。報告によりますと、自殺による死者は年間約 82 万人

で、殺人 52 万人、内戦など紛争関連の死者は 31 万人に達しております。15～44 歳の年齢層に限

ると、男性では全ての死者数の 14%、女性では 7%を占めていました。地域別では、アフリカやア



メリカでは殺人が自殺を大きく上回っているのに対し、アジア太平洋地域では自殺者のほうがは

るかに多い結果でした。日本の場合は、10 万人当たりの自殺者は 14.5 人（1997 年）ですが、殺

人による死者は 0.6 人でした。 

報告は、女性や児童に対する暴力にも焦点を当てています。女性が殺害されるケースでは、加害

者が夫や交際相手である場合が多く、南アフリカなど 5カ国で実施されたサンプル調査では 40～

70%に達しました。さらに、夫や交際相手から暴力を受けた女性が、一部の国では 70%近くに上っ

ていました。報告は「暴力による死傷者」を減らすためには、各国が政府による実態把握を強化

し、予防のための計画を策定、暴力行為の引き金となる麻薬やアルコールの規制強化を実施する

よう提言しております。 

 

会員卓話 （北村 仁会員） 

「ガバナーを終えて」 

 ガバナーの任を終えて約 4 ヶ月になります。クラブの皆様、分区の

皆様、地区の皆様には、大変お世話になりました。やっと周辺の静け

さを取り戻し我に返った様な毎日ですが、本年度地区研修リーダー、

米山奨学会担当諮問委員を仰せつかり結構忙しい事もあります。地区

研修リーダーの任については、全ての研修セミナーに出席して欲しい

との片岡ガバナーの要請もあり、その様にさせて頂いております。 

又、米山奨学会につきましては、地区の担当諮問委員の皆様と共に奨

学生の選考から受け入れクラブ、カウンセラーのセミナー等のお手伝

いをしておりますが、地区米山奨学会担当委員会の皆様の努力につい

ては全く頭の下がる思いがしております。 

ご承知の様に米山奨学会は、その選考方法が変わり大学による推薦制度となりました。大学に於

いて定員の 3 倍の御推薦を頂き、地区委員会にて定員に絞り込む作業をするわけですが、応募さ

れる学生がいずれも優秀な学生で甲乙付けられず大変苦労を致します。大学推薦制度は優秀な学

生が確保できる事、大学との協力体勢の確立には大変良い事と思いますが、一方クラブ推薦が無

くなった事によるクラブの関心が薄くなった事は残念であります。クラブが人材を見つけ推薦し

たくても出来ない事等問題が無いわけでもありません。今後の課題となると思います。 

ガバナーの任を終わり、振り返ってみる時私は大変大きな賜物を手にした様な感じをしておりま

す。 

それは、数多くの人々との対話を通し人生を学んだ事でありました。クラブ内の若い会員を始め

全ての会員が結集して、地区の仕事、特に地区大会、地区協議会等に対する協力体勢はロータリ

ーならではと感動を覚えたものでした。地区外に於きましては、特に同期のガバナーの皆様とは

10 年来の旧友の如く心を開き合い、ロータリーの明日について語り合ったものでした。アナハイ

ムの研修に始まり多くの地区大会に出席しお互いの夫人同志の交流も大きく成長しました。友情

も大きく芽生えました。 

同じ目的を持った異業種の人々が語り合い、互いを磨いて良質な交流を深めて行く事に大きな喜

びを感じました。 

多くの経験をもさせて頂きました。誠に幸せな事であったと思います。 

この賜を大事にして、ロータリーの活動に、地区の活動にお手伝いが出来ればと存じております。 



Sow the Seeds of Love 10 月は職業奉仕月間・米山月間 

出席報告  （古谷栄一委員長） 

会 員 総 数 出 席 者 数 欠 席 者 数 賜   暇 メ ー ク 

５４名 ３３名 １８名 ３名 １名 

出席率 ６６．６６％ 

ニコニコボックス (武藤康之委員長) 

父の葬儀には大変お世話になりました。欠席が多くてすみません。 山野井会員 

娘を嫁に出しました。夫婦別姓が制度化されたら直ちに鈴木に戻させます。 鈴木(豊)会員 

隅屋さんとの約束の玉川温泉の資料を本日やっとお渡しすることが出来ました。 福田会員 

例会を欠席しました。 角田・青木(正)・石塚 各会員 

歌に間に合いませんでした。 五木田会員 

入金計 ￥２４,０００  累 計 ￥７４５,０００ 

百周年記念公式ロゴの決定 

ロータリー百周年を記念する新しいロゴをお知らせします。 

このロゴは昨年の終りに公表された最終候補３作品の内の一つ

です。国際ロータリーが世界中でロータリーの百周年を記念して

使用するロゴの最終選定に多数のロータリアンが参加しました。

締切日までにオンラインのメールで到着した一万三千五十二票

のうち、六千三百四十四票がこの作品に投票された結果、これ

がロータリー百年記念の唯一の公式ロゴに決まりました。 

このロゴは色んなファイル・フォーマットでダウンロード出来ます

印刷さ

の初めに百周年記念行事用のキットに入れて全てのクラブに送

付されます。クラブ及び地区はこのロゴをロータリー百周年行事

に関連した全てのものに使用するよう奨励されています。このロゴの変更は出来ません。更にこれ以

外のロゴを百周年関連に使用することは厳禁します。              (文責・・・東翻訳部会員) 

。

れたロゴのシートは、ロータリー2002-03 ロータリー年度

 

海道ロータリークラブ事務所                          お願い 
れる会員の皆様 

 

 
 
水

〒３０３－００２３   水海道市宝町 3386 釜久ビル 3Ｆ           卓話をさ
TEL ０２９７－３０－０８７５  FAX ０２９７－３０－０８７６           どんな形式でも結構です。
E-mail  mitsu-rc@lapis.plala.or.jp                     原稿をお願いします。 

 
 

会報委員会   委員長 山崎善市   副委員長 竹村菊雄    委員 砂長 治 

 


